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■ 議事内容  ２０２５年度１１月定例教育委員会 

■ 日  時  令和７年１１月１９日（水）１３：３０～１５：００ 

■ 場  所  ４階会議室４－１ 

■ 出 席 者  教 育 長 小西 博泰 

        教 育 委 員 藤本真理・石原友紀・酒井秀彦・加納昌樹 

 事 務 局 入江教育管理部長・藤井教育指導部長 

松田教育総務課長・市橋いきいき社会創造課長 

福西スポーツ振興課長・教育総務課 小畑 

■〔会議の内容〕 

１ 開会あいさつ 

・教 育 長 

 

２ 前回議事録確認 

 

（全委員一致で承認） 

 

３ 報告事項 

・令和７年度主要事業の進捗状況の説明及び教育委員からの意見聴取 

■〔学校教育課関連〕 

①「夢と希望の教育」の充実と深化【教育課程管理】 

（進捗状況） 

・１１月６日、第２２回川島隆太教授講演会を開催し、無事に終了した。前日の

榊助教授による保護者向け講演会は、全国的にも注目度が高く、市内の保護者

だけでなく、熊本県内の校長や神戸市教育委員会等、１６０名の参加があった。

講演内容についても、参加者からは好評をいただいている。 

 榊助教授の取組の１つである「脱スマホプログラム」については、来年度、モ

デル地域として、市内の１中学校区を指定し、具体的に進めていきたいと考え

ている。 

  

（今後の予定） 

・１１月２０日、全国学力・学習状況調査の分析を基に、学力向上推進委員会を

実施する。 

・１１月２８日、幼保小の円滑な接続推進事業の研究大会をエクラで開催する。 

 

②「チーム学校」を踏まえた学校組織マネジメントの強化とリスクマネジメント【危

機管理】 

 会 議 録 
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（進捗状況） 

・学校安全推進委員会で、各学校のヒヤリハット事例等を集め、安全な学校運営

について協議している。また、モデル校である小野特別支援学校の取組を、各

学校と共有している。 

・「クマらしき動物」の情報が入った。その後、イノシシと判断された。登下校

の安全確保を見直すが、クマが出没した場合は、直ちに然るべき手立てを講じ

る。 

 

③人材育成と働き方改革【人的管理】 

（進捗状況） 

・超過勤務時間抑制のため、勤務時間の見える化と管理の徹底を校長会で周知し

た。その結果、直近の超過勤務時間については、ほとんどの教職員が４５時間

以下であった。見える化したことが、超過勤時間の減少に繋がったと考える。 

・他市町において、教職員が生徒とＳＮＳで繋がって指導するという事案等が発

生した。そのため、教職員のＳＮＳ利用に関するガイドラインの見直しを行い、

時代に即した内容を付加し、再度、周知徹底した。 

 

④学校教育課情報 

１ 市の取組 

１１月 ５日 川島隆太教授による中学２年生向け講演会 

       榊助教授による保護者向け講演会 

１１月 ６日 第２２回川島隆太教授講演会（体験型講演会⑮） 

１１月 ８日 教職員交流人事面接 

１１月１１日 市初任者研修会 

       校長会研修会（法律に関する研修会） 

 

◆視察 ※「夢と希望の教育」の取組について 

１１月 ４日 愛知県扶桑町議会 

１１月 ７日 神奈川県秦野市議会 

１１月１１日 鳥取県日吉津村議会 

１１月１２日 鹿児島県垂水市 

 

２ 学校の取組 

 ○小野特フェスティバル １１月 １日 

 ○小野市学童展     １１月 １日～２日  

 

３ 学校の状況等 

 ○１１月（１０月末～１１月１９日まで） ４号報告６件（累計：３１件） 
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 ○１１月の不登校の状況 （ ）内は前年数値 

  小学校１２名（１８名）、中学校６８名（７４名） 合計８０名（９２名） 

 

４号報告については、主に喧嘩やいじめ等である。４号報告とは別に、個別対応

の案件も挙がってきているため、学校及び市長部局の社会福祉課と連携しながら、

子どもたちにとって、より良い解決策がないか検討している。 

不登校については、昨年度より減少傾向である。近隣市においても、校内サポー

トルームを設置したことにより、不登校出現率が、昨年度より低下していると聞

いている。小野市においては、小学校の不登校出現率が０．５３％、中学校の不

登校出現率が５．４％と、北播磨地域で一番低い状況を維持している。不登校生

数が、さらに減少するよう、引き続き取組を進めていく。 

 

■【説明事項に対する教育委員からの照会及び意見】 

Ｑ：榊先生の講演会は、子育て世代だけでなく、年配の方も来られていた。どのよう

にＰＲされたのか。（教育委員） 

Ａ：各市町にＰＲを行った。また、各学校のコミュニティ・スクールの委員の方にも、

「ぜひ参加していただきたい」と通知した。さらに、インスタグラム等のＳＮＳ

でもＰＲを行った。（事務局） 

 

Ｑ：オーストラリアでは、１６歳未満のＳＮＳの使用を禁止している。また、愛知県

豊明市では、スマートフォンの利用を１日２時間以内という条例が成立し、施行

されている。小野市では、「デジタル機器の長時間使用は、脳の発達に悪影響を及

ぼす」という根拠をもって、子どもたちの１人１台端末の持ち帰りを実施せず、

ＳＮＳやスマートフォンの利用を控える啓発を行ってきた。今以上に、保護者や

市民に伝えていくには、どのような形で通知していけばよいか、意見を伺いたい。

（教育長） 

Ａ：小野南中学校の人権発表の劇のように、子どもたちからの発信であれば、保護者

は、改めて気づくのではないだろうか。例えば、川島先生の講演会を聞いた後、

榊先生の講演を聞き、もう一度、子どもたち自身がスマートフォンの利用につい

て学校で話し合い、ルールを決定し、それを家庭に持ち帰って、親に伝えるとい

う方法がよいのではないだろうか。（教育委員） 

Ａ：大人がやりなさいと言って、やらされるのではなく、「子どもたちが話し合い、自

分たちでルールを作って実践することが効果的である」と、榊先生が講演会でお

っしゃっていた。子どもたちからの発信が効果的であるということを、改めて実

感した。（教育委員） 

※：小野市では、携帯電話の時代から、生徒会でルールを作ることについては、実践

してきている。生徒会でルールを作るだけでなく、例えば、決められたルールに

ついて、生徒会以外の各種委員会で何かできることはないか、もう一度考えてみ
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る等といったように拡げていく取組が、榊助教授の「脱スマホプログラム」であ

る。広島県福山市や宮城県仙台市等で、すでに取組まれている。（事務局） 

Ａ：子どもが中学生の時、「携帯電話で動画を見ている時間数を書きなさい」等といっ

たアンケートがあったと思う。がんじがらめの規制での抑え込みは良くないと思

うが、アンケート等の時期だけでなく、持続的に注意喚起していく必要もあるの

ではないだろうか。（教育委員） 

Ａ：体育館建替工事で体育館が使用できないため、旭丘中学校が「あさひ祭」をエク

ラで行っていた。エクラでの開催は、学校の体育館とは違い、合唱の響きも美し

く、保護者等の集客力も高かったように思う。講演会がメインとなると、保護者

の興味も薄れるため、子どもたちが活躍する学校対抗の合唱コンクール等といっ

たようなイベントをメインとし、それにプラスした形で、スマートフォンの利用

についての講演会を開催してはどうだろうか。（教育委員） 

Ａ：例えば、人権発表等も各中学校で少しずつ違っている。しかし、他の学校がどの

ような発表をしているのかは、お互いに見ることができない。人数的に難しいか

もしれないが、各学校の脱スマホルールを知ることができる機会を作り、小野市

全体で考えることができればよいのではないだろうか。（教育委員） 

※：ひと昔前は、各学校の生徒会が集まり、意見交換をする取組を行っていた。頭髪

の校則変更についても、各学校の生徒会が意見を持ち合い、議論し、小野市全体

で変更を決定した。確かに、学校間で共有したり、刺激し合ったりすることは、

素晴らしいことであるが、子どもたちの負担等も大きく、時代の流れととともに

減少している。（教育長） 

Ａ：子どもたち主体でのルール作りも、学校単位だけではなく、小野市全体でルール

を決定すればよいのではないだろうか。子どもたちが一堂に会することができな

いのであれば、タブレット端末等を使用し、リモート会議で実施してもよい。小

野市全体で共通のルールを作り、それに合わせて、学校でのルールを付加する。

それを各校が発表する機会があれば、保護者の参加も増える可能性があるのでは

ないだろうか。（教育委員） 

※：今回、８年生に向けた講演会で、川島教授が「未来の自分に責任を持つのは、今

の自分である」という言葉を強調されていた。「自分自身の将来のことを自分で

考えなさい。８年生はそれができる年齢である」という意味が込められた子ども

の自覚を促す言葉が、非常に印象に残った。この言葉を、子どもたちがどのよう

に受け止めたのか、また、先生方がどのように受け止めたのかが、キーワードに

なっていくと考えている。今後、皆様の意見を参考にさせていただきながら、進

めていきたい。（教育長） 

 

■〔教育総務課関連〕 

①おの幼稚園整備事業 

（進捗状況） 
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・新幼稚園整備工事の進捗率は、８３．３７％で工程どおり進んでいる。 

工事内容：内装工事（床シート貼り、トイレ、建具・家具）、 

外構工事（門扉、遊具基礎） 

・１０月１６日、園歌の作詞を依頼している永田和宏氏に現地確認していただき、

１１月９日、園歌の歌詞が完成している。 

 

（今後の予定） 

・１１月２７日、園歌の作曲を依頼している平田あゆみ氏に現地確認していただ

く。作曲については、１２月末までに仕上げていただくよう依頼している。 

 

②学校施設長寿命化対策事業 

●旭丘中学校 

（進捗状況） 

・体育館建替工事の進捗率は、１０％で工程どおり進んでいる。 

工事内容：地盤調査・試験、地盤改良工事、基礎掘削 

 

●河合中学校 

（進捗状況） 

・校舎長寿命化工事設計業務委託の進捗率は、５４％で順調に進んでいる。 

内容：１０月２４日 家具の選定等、概算費用算出 

 

③学校体育館空調設備整備事業 

（工事スケジュール） 

 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 

特別支援       

小野小       

大部小       

河合小       

来住小       

市場小       

小野東小       

中番小       

下東条小       

（進捗状況） 

・学校体育館空調整備工事設計・工事監理業務委託（その１）の進捗率は、９１．

３％、学校体育館空調整備工事設計・工事監理業務委託（その２）の進捗率は、

５８．１％で順調に進んでいる。 
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・学校体育館空調整備工事 

  令和７年８月７日入札落札 令和７年８月１２日～令和８年１月３０日 

  小野特別支援学校 三輪設備 ２６，１２５，０００円 

  

令和７年８月１９日入札落札 令和７年８月２２日～令和８年２月２７日 

  小野小・大部小 株式会社竹内工業所 ５２，３２７，０００円 

 

令和７年８月２９日入札落札 令和７年９月２日～令和８年２月６日 

  河合小 小林設備工業有限会社 ２４，５８５，０００円 

 

令和７年９月４日入札落札 令和７年９月８日～令和８年３月８日 

  来住小・市場小 三輪設備 ３９，８２０，０００円 

 

令和７年１１月１０日入札落札  

  小野東小 ナカムラ電設株式会社 ２７，３９０，０００円 

 

令和７年１１月１７日入札落札  

  中番小・下東条小 小林設備工業有限会社 ５０，２３７，０００円 

 

④ＧＩＧＡスクール端末更新事業（ＧＩＧＡスクール構想第２期「NEXT GIGA」） 

現在使用している端末は、令和２年度に購入し、５年が経過している。端末の利活

用が進むにつれ、端末の故障や、バッテリーの耐用年数が迫る等、不具合が増加し

ているため、計画的に更新を行う。 

※公立学校情報機器整備事業費補助金使用（補助基準額：５．５万円／台、補助

率：２／３） 

◆小・中学校  Chromebookの更新 約４，０５０台 

◆特別支援学校 iPadの更新 約８０台 

 

（進捗状況） 

・令和７年５月 第１回教育の情報化推進協議会 

・令和７年６月 第１回ＯＳ別意見交換会（スケジュール） 

・令和７年７月 第２回ＯＳ別意見交換会（仕様書検討、意向確認） 

・令和７年８月 第２回教育の情報化推進協議会（端末紹介） 

・令和７年１０月 第３回ＯＳ別意見交換会（仕様書・共同調達意向確認） 

 

（今後の予定） 

・令和７年１２月 プロポーザル審査会 

・令和８年１月  決定業者と契約 
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・令和８年３月  ３月議会上程・本契約 

・令和８年８月  納品・更新 

 

⑤教育総務課情報 

１ 通学路合同点検の実施 

  日 時：１１月４日（火） 

  対 象：中番小・下東条小学校区、旭丘中学校区 

  参加者：国土交通省兵庫国道事務所、兵庫県加東土木事務所、小野警察署、 

      各学校、市道路河川課、市くらし安心グループ、教育総務課 

  結 果：中番小学校区７カ所、下東条小学校区６カ所、その他危険箇所６カ所 

      を点検。グリーンベルト・外側線の引き直し、注意喚起看板の設置な 

どを行う。 

 

２ 監査委員による学校定期監査 

  日 時：１１月２０日（木）事務局監査  

      １１月２６日（水）監査委員監査  

  対 象：小野特別支援学校 

  内 容：学校予算執行状況、学校会計の管理状況、学校運営上の課題と対策等  

 

３ 学校施設工事関係 

 ○空調更新工事・空調更新工事設計業務 

学校の空調は、平成２３年度に一斉に整備され、１３年が経過し、故障等の不具

合が多く、部品の生産も終了しているため修理できない状態であることから、順

次更新を行う 

令和６年度 河合小学校、市場小学校 工事完了 

令和７年度 小野小学校、小野中学校 工事完了 

 

小野東小学校空調更新工事設計業務委託 

  ６月９日入札落札 ６，３８０，０００円 

  宮永建築設計事務所 令和７年６月１２日～令和８年３月１９日 

→６月２０日：学校・市・設計業者打合せ、現地調査 

９月３０日：概算費用 

 

○学校照明ＬＥＤ化事業（設計：来住小学校、下東条小学校）  

蛍光灯の製造・輸出入が禁止される２０２７年末までに、校舎・体育館の照明の

ＬＥＤ化を完了させ、学習環境の向上（明るさアップ）と省エネを実現する。 

 

来住小・下東条小学校照明ＬＥＤ化工事設計業務委託 
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６月９日入札落札 ５，７２０，０００円  

株式会社工藤建築環境設計室 令和７年７月２日～令和８年３月３１日 

→７月１７日：学校・市・設計業者打合せ、現地調査 

 ９月 ４日：基本設計打合せ 

 ９月３０日：概算費用 

 

■【説明事項に対する教育委員からの照会及び意見】 

Ｑ：特別支援学校が、小中学校が使用している Chromebook ではなく、iPad を使用し

ている理由は何か。（教育委員） 

Ａ：支援を必要としている子どもたちにとって、iPadのアイコンの方が、直感的に使

用しやすいこと、操作性が良いこと、無料のアプリが豊富なこと等が、理由とし

て挙げられる。（事務局） 

 

Ｑ：小中学校も iPadにしてはどうか。（教育委員） 

Ａ：iPadは、Chromebookより高額なため、予算の関係上、全員分の iPadを購入する

ことができない。（事務局） 

Ａ：Chromebook には、キーボードが付属しているが、iPad は、キーボードが別売り

になっているため、より高額になってしまう。また、iPadは、スマートフォンと

同じで、常時使用することを基本としており、使用し始めると中毒性があり、離

れられなくなる危険性を含んでいる。そういう点も踏まえ、小野市の「夢と希望

の教育」との親和性を考慮すると、小中学校においては、Chromebookの方がよい

と総合的に判断している。但し、特別支援学校においては、以前から京都の特別

支援学校の導入例等を参考に研究を重ね、個別対応支援ツールのアプリの種類が

多く、幅広く対応できることや、iPadの重量が、Chromebookの２分の１で、軽く

扱いやすいことから、iPadの方が向いていると判断し、iPadを導入している。（事

務局） 

Ａ：特別支援学校においては、ＧＩＧＡスクールプロジェクト以前から、障がいを持

った子どもたちの学びのハードルをなくし、社会参加を増やすことを目的として

始まった「魔法のじゅうたんプロジェクト」において、研究協力校として、国の

補助金を利用し、iPadを導入しているという経緯もある。（教育長） 

 

■〔いきいき社会創造課関連〕 

①２０２６小野市成人式 

開催日：令和８年１月１２日（月・祝） 

場 所：うるおい交流館エクラ 

（進捗状況） 

・１０月２２日に第６回実行委員会、１１月５日に第７回実行委員会を開催した。 
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（今後の予定） 

・１１月２３日開催の社会貢献活動「ＯＮＯ健康・福祉フェア」と、１２月７日

開催の「小野ハーフマラソン」の完走証発行担当として、実行委員がボランテ

ィアとして参加する。 

・１１月２６日、第８回実行委員会を開催する。 

・１２月１日、小野警察署を訪問し、会場警備を依頼する。 

 

②小野市民文化賞表彰 

（進捗状況） 

・１０月２８日、市民文化賞選考委員会を開催し、受賞者が決定した。 

 市民文化賞：１件、市民文化奨励賞：１件、市民文化優秀賞：８件 

 →１１月７日、市長決裁済 

 

（今後の予定） 

・１２月       市政ニュースリリースにより、マスコミ発表 

・令和８年１月    市の広報に受賞者の記事を掲載 

・令和８年２月１４日 小野市市民文化賞表彰式・小野市スポーツ賞表彰式 

 

③いきいき社会創造課情報 

○小野市美術展 

  期 間：１１月１３日（木）～１６日（日） 

場 所：うるおい交流館エクラ 市民交流ホール 

出品数：絵画５３件、書道１９件、写真１１１件、彫塑・工芸１９件 

→来場者：約１，２００人  

※楽市楽座の開催時期と重なったため、来場者が例年より多かった 

 

 ○市民芸能フェスティバル 

  日 時：１１月１６日（日）１０時００分～１４時３０分 

場 所：うるおい交流館エクラ エクラホール  

出 演：１３団体 

→来場者：約２００人（例年並み） 

同時開催「秋のいけばな展」来場者：約４５０人（昨年度：約２９０人） 

※楽市楽座の開催時期と重なったため、来場者が例年より多かった 

   

○小野市青少年育成運動推進委員会 視察研修 

  日 時：１１月２８日（金）９時２０分～１６時５０分 

場 所：県立人と自然の博物館（三田市）、ちーたんの館（丹波市） 
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○図書館 「異文化に出会う」展示 

  期 間：１０月２９日（水）～１１月３０日（日） 

内 容：紀行、世界の料理、昔話など、異国の文化に触れられる本を展示 

 

○好古館 企画展「豊臣秀吉と一柳家」 

  期 間：１２月２０日（土）～令和８年５月２４日（日） 

  内 容：豊臣秀吉の武将であった一柳直末・直盛の活躍を紹介 

 

○コミセンおの 第２１回小野陣屋まつり 

日 時：１１月９日（日）１０時００分～１６時００分 

  内 容：小野藩大名行列、夢いっぱい舞台、瓦せんべい無料配布、キッチンカー 

など 

  →来場者：約３，５００人 

   同時開催「おの陣屋大茶会（好古館）」来場者：１００席 完売 

 

④行事一覧 ※既に終了した事業を含む（別紙詳細） 

 

■〔スポーツ振興課関連〕 

①学校保健体育事業の推進 

（進捗状況） 

・１０月２５日開催 東播地区中学校駅伝競走大会 

 【結果】男子：７位 小野中（県大会出場）、１５位 旭丘中 

     女子：１０位 小野中、２０位 小野南中、２１位 旭丘中 

 

・１１月１５日開催 第６９回兵庫県中学校総合体育大会 

          第７４回男子駅伝競走大会、第４０回女子駅伝競走大会 

 【結果】男子：１４位 小野中 

 

（今後の予定） 

・１２月、１回目の「なわとび検定」を実施する。 

・令和８年１月１９日～２３日、２回目の「ひまわりカード」による朝食摂取調

査を実施する。 
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②第１２回小野ハーフマラソン２０２５ 

（エントリー状況）１０月２０日確定 

 令和７年度 令和６年度 

ハーフ 男子 ３，４８８ ３，３５５ 

ハーフ 女子 １，０９２ ９６５ 

５ｋｍ 男子 ４１３ ３９５ 

５ｋｍ 女子 ３７４ ４００ 

１．５ｋｍ 小学４～６年 ２１９ ２０３ 

１．５ｋｍ 小学１～３年 ２３１ ２３３ 

合 計 ５，８１７ ５，５５１ 

  ※申込率：９７．０％（昨年度９２．５％）。 

参加者内訳：４０都道府県（北海道～沖縄県） 

 

（進捗状況） 

・役割毎ごとに打合せ・説明会を実施し、当日に向けて調整を行っている。 

 

（今後の予定） 

・１１月２６日、小野警察署とコースを巡回し、規制について最終確認を行う。 

 

③スポーツ振興課情報 

１ 学校保健体育 

○第６９回兵庫県中学校総合体育大会 

  第７４回男子駅伝競走大会、第４０回女子駅伝競走大会 

日 時：１１月１５日（日）１２時００分スタート 

場 所：豊岡市日高町奥神鍋周辺 

 

２ 社会体育 

○第４８回北播５市１町親善ソフトボール大会（喜多町・浄谷町出場） 

日 時：１１月２３日（日）９時００分～ 

場 所：アラジンスタジアム（加西球場）、加西市民グランド 

主 催：加西市軟式野球協会 

 

○第５３回北播地区市町対抗バレーボール大会（各市町選抜チーム出場） 

日 時：１１月３０日（日） 

場 所：総合体育館アルゴ、匠台体育館アクト 

主 催：小野市バレーボール協会 
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３ 今後の予定 

○第１２回小野ハーフマラソン２０２５ 

日 時：１２月７日（日） 

    ９時１０分 セレモニー 

    ９時３０分 ハーフマラソンスタート 

    ９時４０分 １．５ｋｍ 小学４～６年スタート 

    ９時４４分 １．５ｋｍ 小学１～３年スタート 

    ９時５０分 ５ｋｍ スタート 

 

■【説明事項に対する教育委員からの照会及び意見】 

Ｑ：今年度のハーフマラソンの参加賞は、何か。（教育委員） 

Ａ：アメリカのアウトドアブランドである「THE NORTH FACE（ザ・ノースフェイス）」

の靴下である。（事務局） 

 

４ 議案 

議案第１１号 小野市立幼稚園園則の全部改正について（学校教育課） 

小野市立幼稚園の保育について、園児の受入れ要件の拡充に伴い、入園資格等に

変更が生じたため、小野市立幼稚園園則を全部改正する。（別紙詳細） 

 

議案第１２号 小野市立預かり保育条例施行規則の一部を改正する規則の制定

について（学校教育課） 

小野市立幼稚園の預かり保育について、園児の受入れ要件変更に伴い、実施日及

び実施時間等に変更が生じたため、小野市立預かり保育条例施行規則の一部を改

正する規則を制定する。（別紙詳細） 

 

■【教育委員からの照会及び意見】 

Ｑ：小野市立幼稚園園則の第１０条の２項に「欠員がある場合は、随時入園を許可す

ることができる」 とあるが、欠員がない場合は、途中で入園することはできない

ということなのか。また、園児の定員と預かり保育の定員は、同じなのか。（教育

委員） 

Ａ：そのとおり。欠員がない場合は、途中入園することはできない。また、幼稚園に

入園している子どもたちのための預かり保育であるため、預かり保育の定員数が

園児の定員数を超過することはない。言い換えると、預かり保育は、幼稚園の園

児のためのサービスであるため、たとえ兄弟であっても、幼稚園の園児以外の子

どもは預かることはできない。（事務局） 

 

Ｑ：預かり保育とは、幼稚園教育終了後の、延長保育という認識でよいか。（教育委

員） 
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Ｑ：預かり保育の時間は、幼稚園教育は行わないという認識でよいか。（教育委員） 

Ａ：そのとおり。幼稚園教育の時間は、１４時３０分に終了する。預かり保育は、１

４時３０分から１６時３０分までの２時間、延長保育をするというサービスであ

り、その時間については、幼稚園教育を行わない。（事務局） 

 

Ｑ：夏休み期間も、預かり保育は実施するのか。（事務局） 

Ａ：幼稚園の春休み・夏休み・冬休み期間については、教育時間も含め、朝から１６

時３０分まで、預かり保育は実施する。但し、土日及び祝日、８月１１日から１

５日まで、１２月２９日から翌年１月３日までについては、実施しない。（事務

局） 

 

Ｑ：預かり保育の終了時間を、１６時から１６時３０分に変更した理由は何か（教育

委員） 

Ａ：１６時から１６時３０分に変更しても、幼稚園の先生の勤務時間内であることか

ら、大きな支障はない。また、少しでも保育時間が長い方が、保護者の多様な働

き方に対応できると考えたからである。（事務局） 

 

（議案第１１号、第１２号において、全委員一致で承認） 

 

５ その他 

〇新幼稚園整備工事の現地視察について 

日時：１１月１９日（水）１５時００分～ 

 

６ 次回定例教育委員会予定 

１２月１６日（火）１３時３０分～ ４階会議室４－１ 

令和８年１月２０日（火）１３時３０分～ ４階会議室４－１ 

 

７ 閉会あいさつ 教育長 

 


